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市房ダムの洪水調節について

洪水調節容量（空）

平時は、 洪水時は、

1

通常時の操作

平 時 洪水調節時



異常洪水時防災操作とは 2



①調節無し
【流入＝放流】

②流入量に応じて徐々に(一定率で)放流量を増加
【流入＞放流】

降雨 【洪水調節図】雨
量
(㎜)

流
量

(m3/s)

時間
①

②流入量
300m3/s

③

④

流入量ピーク

貯
留

①

計画最大放流量

650m3/s

流入量

放流量

(Ａ)通常の操作
(Ｂ)ダムの容量(洪水調節容量)が満杯になることが

予測される場合の操作【異常洪水時防災操作】

③流入量が最大に達した時点から一定量で放流
【流入＞放流】

④流入量が減少し、放流量と同じになったら、下流水位の状
況を見ながら次の洪水に備え、ダムの貯水位を下げるため放
流

【流入＜放流】

③’ダムの容量が満杯になることが予測される場合の操作
【流入＝放流】

降雨

流
量
(m3/s)

雨
量

(㎜)

時間
①

②

③

③’

流入量
300m3/s

貯
留

異常洪水時防災操作の場
合でも流入量以上に下流
に放流することは無い。

計画最大放流量

650m3/s
④

①

流入＝放流
(貯水位の上昇はなし)

流入量ピーク流入量

放流量

市房ダムの洪水調節について 3

洪水発生年月日 洪水原因
異常洪水時防災
操作の実施

昭和46年8月5日 台風19号 実施
昭和57年7月12日 台風19号 実施
平成7年7月4日 梅雨 実施
昭和40年7月3日 梅雨 未実施
令和2年7月4日 梅雨 未実施

昭和40年7月、今回の7月豪雨では
異常洪水時防災操作は行っていない
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昭和４６年８月洪水における市房ダムの操作（異常洪水時防災操作の例）
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最大放流量
792m3/s

最大流入量
1174m3/s

最大流入時放流量
627m3/s

最高貯水位(283.0m)

(283.0m)

▽洪水時最高水位

ﾋﾟｰｸ時、毎秒547m3/s
を減じて放流

【洪水調節効果】

ピークを遅らせる

ダムに水を貯める操作
（洪水調節）

流入＞放流

次の洪水に備え、
貯水位を下げる操作

流入＜放流

異常洪水時防災操作

流入＝放流

46%カット

※第５２回社会資本整備審議会河川分科会 河川整備基本方針検討小委員会（資料２）を基に作成 ※流量等は毎正時データ



昭和４０年７月洪水における市房ダムの操作（通常操作の例）
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▽洪水時最高水位

283.0m

ダムに水を
貯める操作
（洪水調節）

流入＞放流

次の洪水に備え、貯
水位を下げる操作

流入＜放流

最大放流量
521m3/s

ﾋﾟｰｸ時、毎秒341m3/s
を減じて放流

【洪水調節効果】

最大流入量
862m3/s

市
房
ダ
ム
雨
量

貯
水
位

流
入
量
・
放
流
量

(TP.m)

(m3/s)

(㎜)

▽異常洪水時防災操作判断水位
280.7m

40%カット

最高貯水位(280.4m)

※第５２回社会資本整備審議会河川分科会 河川整備基本方針検討小委員会（資料２）を基に作成 ※流量等は毎正時データ



○７月3日15時から７月4日2時頃まで予備放流を実施し、事前にダムの水位を低下。
○予備放流を実施したことにより、洪水調節容量約190万m3を追加して、合計約1,620万m3確保できた。
○最大流入時において流入量の約5割にあたる650m3／ｓをダムに貯めて、下流河川の水位を低減。
○雨量や流入量の予測に基づき操作を行い、異常洪水時防災操作を行う状況とならなかった。
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流入量

放流量

貯水位

単位：m3/s 貯水位：(EL.ｍ)
令和2年7月豪雨市房ダム洪水調節（7月3～5日）単位：m3/s 貯水位：(EL.ｍ)単位：m3/s 貯水位：(EL.ｍ)単位：m3/s 貯水位：(EL.ｍ)

最高水位EL280.60m
4日10時50分頃ダムへの最大流入時の

洪水調節量650m3/s

約1,230万m3の洪水を
ダムへ貯留

予備放流で約190万m3の
洪水調節容量を確保

4日 5日

①

②

最大流入量1,235m3/s
4日7時40分頃

3日

最大時間雨量 ５４㎜

市房ダム流域平均雨量

最高水位頃の湖面状況

4日2時5分 洪水調節開始

サーチャージ水位
洪水期 今回 EL283.00m

10㎝

EL280.60m（最高貯水位）

EL277.50m　

EL273.30m　

EL271.72m　
EL270.00m　

EL249.00m　最低水位

EL280.7m（異常洪水時防災操作）

堆砂容量
【510万m3】

堆砂容量
【510万m3】

利水容量のみ
【1,680万m3】

貯留量
【約1,230万m3】治水容量

または
利水容量
【980万m3】

ダ
ム

①

②

予備放流
約190万m3確保

約1,230万m3貯留

53％カット

治水容量
【850万m3】

市房ダム等における洪水調節（当日の防災操作の状況） 6

※本資料の数値は「速報値」であり、今後変更の可能性がある。



市房ダムの下流への放流方法について 7

放

流

量
300

0

25

②クレストゲートから放流

①利水放流管から放流

洪
水
調
節

異
常
洪
水
時

防
災
操
作

利水放流管

クレストゲート

写真②

写真①

クレストゲートからの放流 ≠ 異常洪水時防災操作

平

時
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